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I.はじめに

一般に透析患者は不眠症の有病率が高いといわれ

ている｡透析患者では70-80%に睡眠障害があると

いわれており､多くの透析患者が不眠を経験してい

ると推測される｡透析患者の不眠はQOLの低下をも

たらす要因となり､各種アンケー トでは必ず上位の

問題として取り上げられている｡私たちは日頃､患

者と関わる中で､しばしば不眠の訴えを聞くことが

ある｡当院では午前 ･午後の2サイクルで透析を行

っているが､どちらの時間帯をみても透析中に約半

数以上の患者が眠っている光景がみられる｡内村氏

は､｢生活リズムを訂正するために透析中に眠らない

ようにすることも1つの方法である｡J1)と述べて

いる｡通常､透析治療は 1回3-4時間の治療が必要

となるため臥床している時間も長く､透析時間を寝

て過ごすことは珍しいことではないCしかし､透析

中の睡眠が不眠の原因になっているのではないかと

考えた｡そこで今回､私たちは､患者の睡眠状態に

ついて調査し､不眠と関連する要因について検討し

たので報告する｡

Ⅱ.対象及び方法

1.調査期間 :平成 19年 12月 1日～12月 20日

2.対象患者 :研究の趣旨を説明し､同意が得られ

た意思疎通が可能な当院外来透析患者 73名0

3.患者背景 :男性 50名 ･女性 23名

平均年齢 64.87土13.6歳

平均透析年数 :6土6年

4. 研究方法

(1)独自に作成した質問用紙を用いて､過去 1ケ月

間の睡眠状態について透析中に聞き取り調査を

行った｡調査内容は､対象の背景 (年齢､性別､

職業､透析歴)に加え､睡眠習慣 (透析中の睡

眠の有無とその理由､就床時間､起床時間､寝

付くまでの所要時間､昼寝の有無)､不眠の原因､
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睡眠薬の使用の有無について行った｡また､不

眠度を測定する尺度 として､アテネ不眠尺度

(ASI)を使用し､透析患者の不眠度について評

価した｡

(2)アテネ不眠尺度の測定 :夜間の睡眠に対する5

項目､日中の活動性､気分､眠気に対する3項

目で､回答を最大24点で数値化し､不眠度を睡

眠障害なし､不眠症疑い､不眠症と分類する｡

5.分析方法 :睡眠障害なしを良眠群とし､不眠症

および不眠症疑いを不眠群として分け､比較検

討を行った｡比較検討にはⅩ 2検定を使用し､

P<0.05を有意水準とした｡

6.倫理的配慮 :対象者には､口頭および文章にて研

究の趣旨と目的､方法､知り得た情報は研究以

外の目的には使用しないこと､個人情報が特定

できないように配慮することを説明し､同意を

得てから行った｡

Ⅱ.研究結果

1.当院透析患者の不眠度(図 1)

当院透析患者の不眠度を調査した結果､対象患

者 73名のうち､74%(54人)が ｢睡眠障害なし｣､

10% (7人)が ｢不眠症疑い｣､16%(12人)が r不

眠症｣と判定された｡

図 1.当院透析患者の不眠度

2.透析中の睡眠と不眠との関連性

｢透析中の睡眠の有無｣(図2)

透析中の睡眠の有無について聞いた結果､良眠

群では透析中に｢寝るJが 77.8%(42人)､｢寝な

い｣と答えた人が22.2%(12人)であった｡不眠

群では､84.2%(16人)が透析中に ｢寝る｣と答
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えており､｢寝ない ｣と答えたのは 15.8%(3人)

であった｡両群間で透析中の睡眠の有無には有

意差は認められなかった｡

図2.透析中の睡眠の有無

3.睡眠の習慣と不眠との関連性

｢寝付くまでの所要時間｣(図3)

寝付くまでの所要時間では､良眠群で｢すぐに寝

付くことができる｣が46.2%(25人)を占めてい

た｡これに対して不眠群では､｢すぐに寝付くこ

とができるJと回答した者はおらず｢30分以内｣

が 31.5%(6人)､｢1時間以上｣が 47.3%(9人)

であったD検定の結果､有意差が認められた｡

(p-0.0001)

図 3.寝付くまでの所要時間について

｢夜間の睡眠時間｣ (図4)

図4に示すように､夜間の一般的睡眠時間であ

る r7時間以上～8時間未満｣の睡眠がとれて

いる患者が､良眠群で50%(27人)､｢8時間以

上｣が 11.1% (6人)､｢5時間以上～7時間未

満｣が37%(20人)であった｡また､｢5時間未

満｣の息者はみられなかった｡それに対し不眠

群では､｢7時間以上～8時間未満｣眠れている

と答えた患者は､47.4% (9人)で､｢8時間以

上｣が26.3% (5人)､｢5時間以上～7時間未

満｣眠れているが 10.5% (2人)であったが､

不眠群では､｢5時間未満JLか睡眠がとれてい

ない患者が 10.5% (2人)みられた｡検定の結

果､有意差が認められた｡

(p-0.0101)

4.不眠の原因

｢あなたが夜眠れなかった理由は何ですか?｣の

問いに対し､良眠群では ｢尿意を感じて起きる｣

が 16.1% (5人)で最も多く､次いで｢病気に対

する不安｣が 9.7% (3人)､｢昼寝｣､r血圧が

高い･頭痛｣､r家族の心配事｣がそれぞれ 6.5%

(2人)の順であった｡これに対して不眠群で

最も多かったのは､r透析中の睡眠｣と｢尿意を

感じて起きる｣でそれぞれ 15.4%(4人)であり､

｢昼寝｣が 11.5% (3人)､｢病気に対する不安｣

が7.7%(2人)の順であった｡

図4.夜間の睡眠時間

5.睡眠薬の使用の有無 (図5)

睡眠薬の使用の有無について聞いた結果では､

良眠群で ｢使用する｣と答えた人が24.5% (13

人)､｢使用 しないJと答えた人が 75.5% (40

人)という結果であった｡不眠群では､73.7%

(14人)の人が ｢使用する｣と答えてお り｢使

用しない｣が 26.3% (5人)で検定の結果､有意

差が認められた｡(p-0.0004)

図4.睡眠薬の使用の有無
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Ⅳ.考察

1.一般に透析患者の不眠症の有病率は高いといわ

れているが､当院外来透析患者 73名を対象と

した今回の調査では､不眠症および不眠症疑い

と判定された患者は全体の約 26%(19人)であ

った｡

2.当院透析患者の不眠の原因に関してみると､病

気に対する不安､家族の心配事などの心理的要

因や血圧が高い ･頭痛など透析患者によく見ら

れる身体症状の他に､尿意を感 じて起きるや透

析中の睡眠､昼寝なども不眠の理由として上位

を占めていた｡調査前は不眠の原因として透析

中の睡眠や昼寝が原因ではないかと考えていた

が､実際には透析中の睡眠よりは尿意､病気に

対する不安が 50%を占めていた｡また､対象の

睡眠状態について良眠群､不眠群とで比較検討

したところ､寝付くまでの所要時間､夜間の睡

眠時問については､両群間で有意差が認められ

た｡寝付くまでの所要時間において､良眠群で

はす ぐに寝付 くことができると答えた人が

46.2%であったのに対 し､不眠群では､すぐに

寝付くことができると回答した者はお らず､

47.7%が 1時間以上寝付けないと答えているこ

とから､不眠の患者では寝付きが悪いことがわ

かった｡また､夜間の睡眠時問では､睡眠時間

が 5時間未満の患者が不眠群で 10.5%みられ

たことから､寝付きの悪さは睡眠時間にも影響

していると考えられ､十分な睡眠時間がとれて

ないことも不眠と感 じる要因になっているので

はないかと感 じた｡睡眠薬の使用の有無に関し

ては､使用している患者は不眠群に有意に多か

った｡佐藤氏は､｢透析患者の様々な身体症状や

治療そのものが正常な睡眠リズムを妨げてい

る｡｣ 3) と述べている｡今回の調査から当院透析

患者では病気に対する不安､血圧が高い､頭痛

などの身体症状の他に尿意､透析中の睡眠､昼

寝などが不眠の要因になっていることが理解で

きた｡また､不眠を訴える患者では､寝付きが

悪いことも不眠の要因になっているのではない

かと思われる｡

3.以上のことから考えると､不眠の息者では寝付

きの悪さや夜間の睡眠時間が十分に取れないな

どの理由から､めりはりある生活ができにくく

なっていると思われる｡そのため､不眠症と判

定された患者に対しては､今後日頃の生活習慣

を見直していくことが必要であると考える｡尚､

今回の調査からだけでは､透析患者の不眠の発

症率が高いと証明することは困難な点もあるた

め､今後､健常者を対象とした睡眠調査を行い､

比較検討する必要がある｡

Ⅴ.結語

1.当院透析患者を対象とした睡眠調査では､不眠

症疑いお･よび不眠症と判定された患者は,思っ

たより少なかった｡

2.今回の調査から不眠の原因として､透析中の睡

眠よりは尿意や病気に対する不安が多かった｡

また､不眠の患者では寝付きの悪さが不眠を感

じる要因になっていると考えられる｡

3.対象の睡眠習慣と不眠は深く関係していると思

われ､不眠を訴える患者に対しては､日頃の生

活習慣を見直すことが必要である｡
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